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【新改訳改訂第３版】 
創世記 
 39:1 ヨセフがエジプトへ連れて行かれたとき、パロの廷臣で侍従長のポティファルというひとり

のエジプト人が、ヨセフをそこに連れて下って来たイシュマエル人の手からヨセフを買い取った。 
 39:2 【主】がヨセフとともにおられたので、彼は幸運な人となり、そのエジプト人の主人の家に

いた。 
 39:3 彼の主人は、【主】が彼とともにおられ、【主】が彼のすることすべてを成功させてくださる

のを見た。 
 39:4 それでヨセフは主人にことのほか愛され、主人は彼を側近の者とし、その家を管理させ、彼

の全財産をヨセフの手にゆだねた。 
 39:5 主人が彼に、その家と全財産とを管理させた時から、【主】はヨセフのゆえに、このエジプ

ト人の家を、祝福された。それで【主】の祝福が、家や野にある、全財産の上にあった。 
 39:6 彼はヨセフの手に全財産をゆだね、自分の食べる食物以外には、何も気を使わなかった。し

かもヨセフは体格も良く、美男子であった。 
 39:7 これらのことの後、主人の妻はヨセフに目をつけて、「私と寝ておくれ」と言った。 
 39:8 しかし、彼は拒んで主人の妻に言った。「ご覧ください。私の主人は、家の中のことは何で

も私に任せ、気を使わず、全財産を私の手にゆだねられました。 
 39:9 ご主人は、この家の中では私より大きな権威をふるおうとはされず、あなた以外には、何も

私に差し止めてはおられません。あなたがご主人の奥さまだからです。どうして、そのような大き

な悪事をして、私は神に罪を犯すことができましょうか。」 
 39:10 それでも彼女は毎日、ヨセフに言い寄ったが、彼は、聞き入れず、彼女のそばに寝ること

も、彼女といっしょにいることもしなかった。 
 39:11 ある日のこと、彼が仕事をしようとして家に入ると、家の中には、家の者どもがひとりも

そこにいなかった。 
 39:12 それで彼女はヨセフの上着をつかんで、「私と寝ておくれ」と言った。しかしヨセフはその

上着を彼女の手に残し、逃げて外へ出た。 
 39:13 彼が上着を彼女の手に残して外へ逃げたのを見ると、 
 39:14 彼女は、その家の者どもを呼び寄せ、彼らにこう言った。「ご覧。主人は私たちをもてあそ

ぶためにヘブル人を私たちのところに連れ込んだのです。あの男が私と寝ようとして入って来たの

で、私は大声をあげたのです。 
 39:15 私が声をあげて叫んだのを聞いて、あの男は私のそばに自分の上着を残し、逃げて外へ出

て行きました。」 
 39:16 彼女は、主人が家に帰って来るまで、その上着を自分のそばに置いていた。 


